
                   資料 １ 
遊漁におけるまき餌について 

 
 

１ 遊漁におけるまき餌釣りに係る委員会指示の経緯経過 
 

平成 14 年 12 月に水産庁長官から『海面における遊漁と漁業との調整につ

いて』通知があり、「まき餌釣漁法の解除」と「都道府県ごとの実情により、

まき餌釣漁法の禁止区域を規定すること」について、技術的助言がありまし

た。 
   また、平成 15 年 4 月に『遊漁船業の適正化に関する法律の一部を改正す

る法律』が施行され、遊漁船業について届出制から登録制への移行や水産動

植物の採捕に関する規制内容の周知等が業者に義務付けられました。 
   このような大きな制度改正にあわせて、県内遊漁者の増加やその形態等の

変化を踏まえ、県内各地域の「地元ルール」を調査し、千葉海区漁業調整委

員会と連携して、全面的なまき餌釣漁法の解除ではなく、「千葉海区漁業調

整委員会指示」と「千葉県海面利用協議会推奨ルール」による新たな枠組み

を平成 16 年度に構築しました。 
 
 

２ 他都県のまき餌釣りの状況について 

 
（１）東京都（東京都漁業調整規則第４４条） 

     まき餌釣り禁止 
（２）神奈川県（神奈川海区漁業調整委員会指示） 

・まき餌かごの大きさ 
      外径（放出するまき餌量調整などのために取り付けられた突起した部分を除く。） 

５．５ｃｍ以下、 
長さ（まき餌を収納する部分に限る。）１６ｃｍ以下 

のいずれの条件も満たすもの 
・まき餌かごの数 

      １仕掛けにつき１個 
 



（３）静岡県（静岡海区漁業調整委員会指示） 
   船舶によりまき餌を使用してさお釣・手釣を行う場合は、まき餌かご

を付さなければならず、そのまき餌かごの数量は１仕掛けにつき１個、

大きさは直径５ｃｍ、長さ１５ｃｍ以下のものに限る 
（４）茨城県（茨城県海面漁業調整規則第４７条） 

     まき餌釣り禁止 
 

 

３ 本県のまき餌釣りルールの周知状況について 
 
（１）パンフレット等を作成し、各関係機関等に配布 
   平成３１年度においては、漁協、遊漁船業者、県内外の釣具店・釣餌店・

マリーナなどに、ポスター約千枚、パンフレット約三万枚配布し、海面に

おけるルールを遊漁者、遊漁船業者等に周知しました。 

（２）千葉県ホームページへの掲載 

（３）遊漁船業者への任意立入検査でのルール周知 

   令和２年 3月末現在、本県に登録されている遊漁船業者数は、441 業者、

583 隻です。 

    登録は 5 年ごとに更新を受けることとされていますが、5 年間の登録期

間中に原則 1 回、営業所及び遊漁船への登録事項確認検査を任意で 

行っており、その際に営業所や遊漁船へのルールの掲示や乗客への周知を

指導しています。 

   ＊平成 27 年度から平成 31 年度末までの 5年間で、290 業者に 

対して検査指導を実施しました。 

 




